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● 特集 第6章
p.67 図1（b）：ある地点50 cm四方の拡
大図→横軸0.1 m〜0.3 m，縦軸－1.5 m
〜－1.0 mの拡大
p.70 図3：（a）に「RMS：2.1 cm」，（b）に

「RMS：2.6 cm」，（c）に「RMS:1.0 cm」
のコメントを追加
p.70 図3のサブキャプション：グラフは
→グラフの原点は
● 特集 第10章
p.121 右↓3行目：ぐらい→ぐあい
p.121 図6：右記のように修正 

● USBマルチ測定器 Analog Discovery
で作る私のR＆Dセンタ
p.151 左↑2行目：Q をあまり→Q にあ
まり
p.150 右↓4行目：低くなります．デー
タのばらつきも→低くなると，データの
ばらつきが
● ワンポイント電子回路シミュレーシ
ョン実験室
p.205 左↓8行目：1000 ST→1000μST
p.205 右↓5行目：1 m→1 mV
p.205 右 ↑ 10 行 目：±2 mV → 1 V±
2 mV
p.205 右↑8行目：出力電圧も大きく→
変化電圧だけが出力され

訂正とおわび 本誌のバック・ナンバーにおいて，下記の個所に誤りがありました．おわびして訂正
いたします．http://toragi.cqpub.co.jp/tabid/867/Default.aspx （編集部）
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